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権
の
な
い
会
長
に
就
く
。
新

た
な
経
営
体
制
の
も
と
企
業

価
値
の
向
上
を
図
る
。

竹
内
郁
夫
（
た
け
う
ち
・

い
く
お
）
氏

85
年
神
戸
大

学
経
済
学
部
卒
、
東
洋
紡
績

（
現
東
洋
紡
）
入
社
。
経
営

企
画
室
長
な
ど
を
歴
任
し
、

18
年
執
行
役
員
、
20
年
取
締

役
兼
常
務
執
行
役
員
。
香
川

県
出
身
、
58
歳
。

　「
自
由
に
会
え
ま
す
よ
う

１
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
収
束
を

祈
っ
て
い
ま
す
」（
神
戸

市
）
「
１
日
も
早
い
コ
ロ
ナ

終
息
を
祈
る
ば
か
り
で
す
」

（
久
留
米
市
）
「
コ
ロ
ナ
か

ら
解
放
さ
れ
る
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

す
」（
御
殿
場
市
）
▼
「
何

と
か
生
き
て
お
り
ま
す
」

（
長
岡
市
）「
生
き
抜
く
予

定
で
す
」（
川
口
市
）「
猫
と

一
緒
に
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
日

々
で
す
」（
山
形
市
）「
ほ
ぼ

テ
レ
ワ
ー
ク
で
運
動
不
足
が

加
速
中
」
（
東
京
世
田
谷

区
）
「
今
年
も
リ
ア
ル
通
勤

で
頑
張
り
ま
す
」（
船
橋

市
）「
今
年
は
巣
ご
も
り
。

息
子
た
ち
は
県
内
で
研
修

中
」（
宇
部
市
）
▼
「
水
素

自
動
車
の
充
填
を
し
て
い
ま

す
。
台
数
は
ま
だ
ま
だ
で

す
」
（
東
京
品
川
区
）「
昨
年

３
月
末
に
会
社
を
完
全
リ
タ

イ
ア
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら

市
の
外
郭
団
体
に
て
嘱
託
職

員
と
し
て
勤
め
て
い
ま
す
」

（
横
浜
市
）「
う
し
年
で

す
。
還
暦
で
す
」（
岐
阜

市
）
▼
「
昨
年
、
大
型
二
輪

の
免
許
を
取
得
し
て
中
年
バ

イ
カ
ー
に
な
り
ま
し
た
」

（
藤
沢
市
）「
健
康
維
持
の

た
め
に
始
め
た
山
歩
き
は
一

昨
年
日
本
百
名
山
百
座
を
完

登
し
２
巡
目
に
挑
戦
中
」

（
清
瀬
市
）
▼
「
コ
ロ
ナ
は

大
変
で
す
が
、
皆
元
気
に
し

て
い
ま
す
」（
札
幌
市
）「
コ

ロ
ナ
で
大
変
や
け
ど
、
お
互

い
が
ん
ば
ろ
う
ね
」（
東
大

阪
市
）「
皆
で
支
え
合
っ
て

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」（
姫
路
市
）
▼
「
辛
丑

（
か
の
と
う
し
）
の
辛
は
下

に
あ
る
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

痛
み
を
伴
い
な
が
ら
も
上
に

出
よ
う
と
し
て
い
る
意
味
で

す
。
斎
戒
自
新
（
心
身
を
清

め
自
ら
を
一
新
）
し
つ
つ
、

更
新
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
年
の
よ
う
で
す
」

（
東
京
北
区
）
▼
「
70
歳
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
年
賀
状

を
今
年
限
り
で
失
礼
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」（
白
岡

市
）
「
夫
婦
行
く
太
子
道
の

空
柿
光
る
」（
香
芝
市
）「
初

日
の
出
ま
つ
土
手
草
の
根
の

強
く
」（
国
分
寺
市
）。
以
上

わ
が
家
に
届
い
た
年
賀
状
か

ら
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

未
来
を
創
造
す
る

化
学
製
品
・
技
術

（
２
〜
３
面
）

　【
お
知
ら
せ
】

　
石
油
化
学
新
聞
社

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
と
し
て
各
事

業
者
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が

再
び
拡
大
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
紙
面
を
当

社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（htt

ps://www.sekiyukag

aku.co.jp

）
上
に
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
当
面
、

ウ
ェ
ブ
を
利
用
し
て
本

紙
紙
面
の
閲
覧
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　
　
石
油
化
学
新
聞
社

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
主
導
体
制
へ

４
月

子
会
社
ル
ー
サ
イ
ト
も
改
称

ＭＭＡ事業
　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
、
４
月
に
メ
チ
ル
メ
タ
ク
リ
レ
ー
ト
（
Ｍ
Ｍ
Ａ
）
の
事
業
統
括
機
能
を
東
京
か
ら

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
移
す
。
Ｍ
Ｍ
Ａ
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
、
日
本
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

世
界
各
地
の
拠
点
を
統
括
す
る
ほ
う
が
得
策
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
09
年
に
買
収
し
た
Ｍ
Ｍ
Ａ
事
業
会

社
ル
ー
サ
イ
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
社
名
を
「
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
メ
タ
ク
リ
レ
ー
ト
」
に
変
更
し
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
一
体
感
を
一
段
と
高
め
る
。

三
菱
ケ
ミ
カ
ル

Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
や
コ
ス
ト
低
減

Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
導
入
拡
大

日本化薬石化品値上げ相次ぐ

コロナ不況製品により見送りも

ナ
フ
サ
急
騰

ポ
リ
プ
ラ

部
品
汎
用
化
に
対
応

Ｐ
Ｂ
Ｔ
改
良
し
拡
販

Ａ Ｄ Ａ Ｓ
センサー用

東
洋
紡

ス
マ
ホ
向
け
に
展
開

５
Ｇ
対
応
品
を
開
発

ＦＰＣ接着剤

花
王
と
京
大

愛
媛
県
で
実
証
実
験

炭
素
化
リ
サ
イ
ク
ル

紙おむつ

イ
ン
ド
に
新
生
産
拠
点

エ
ア
バ
ッ
グ
用
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ー

ダイセル

東
　
洋
　
紡

竹
内
取
締
役
が

４
月
、新
社
長
に

　
東
洋
紡
は
、
竹
内
郁
夫
取

締
役
兼
常
務
執
行
役
員
が
４

月
１
日
付
で
社
長
に
昇
格
す

る
ト
ッ
プ
人
事
を
発
表
し

た
。
社
長
交
代
は
７
年
ぶ

り
。
楢
原
誠
慈
社
長
は
代
表

固
定
化
さ
れ
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ

を
削
減
で
き
、
炭
素
素
材

へ
の
変
換
に
向
け
た
研
究
開

発
も
行
う
。
実
証
実
験
で
は

保
育
施
設
１
カ
所
で
リ
サ
イ

ク
ル
に
取
り
組
む
。
介
護
施

設
で
利
用
実
績
が
あ
る
お
む

つ
処
理
装
置
を
設
置
し
、
課

題
を
確
認
し
な
が
ら
お
む
つ

処
理
装
置
を
基
盤
に
炭
素
化

装
置
を
開
発
し
て
い
く
。
４

月
以
降
、
開
発
し
た
炭
素
化

装
置
を
設
置
し
て
殺
菌
・
消

臭
、
体
積
を
減
ら
し
て
回
収

す
る
。
回
収
後
は
環
境
浄
化

や
園
庭
で
の
植
物
育
成
促
進

に
活
用
し
、
活
性
炭
な
ど
炭

素
素
材
へ
の
変
換
を
目
指
し

た
研
究
開
発
も
進
め
る
。

　
実
証
実
験
で
得
た
知
見
は

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
海
外
へ
も

展
開
し
、
広
範
囲
で
使
用
済

み
紙
お
む
つ
の
課
題
解
決
に

貢
献
し
て
い
く
方
針
。

誘
電
特
性
を
併
せ
持
つ
が
、

Ｆ
Ｐ
Ｃ
用
接
着
剤
に
使
う
に

は
耐
熱
性
が
足
り
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
ト
ー
ヨ
ー
タ
ッ

ク
に
、
同
じ
く
自
社
製
品
の

共
重
合
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹
脂

「
バ
イ
ロ
ン
」
で
培
っ
た
接

着
剤
接
着
剤
の
配
合
設
計
を

施
す
こ
と
で
、
５
Ｇ
対
応
Ｆ

Ｐ
Ｃ
用
に
求
め
ら
れ
る
耐
熱

性
な
ど
の
ス
ペ
ッ
ク
を
満
た

し
た
。

  

５
Ｇ
は
高
速
・
大
容
量
通

信
、
低
遅
延
通
信
、
同
時
多

数
接
続
を
可
能
に
す
る
シ
ス

テ
ム
と
し
て
昨
年
春
に
商
用

も
つ
な
げ
る
。

　
４
月
に
子
会
社
ル
ー
サ
イ

ト
の
社
名
に
幕
を
下
ろ
す
。

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
の
前
身
企
業

の
一
つ
で
あ
る
三
菱
レ
イ
ヨ

ン
が
、
Ｍ
Ｍ
Ａ
世
界
最
大
手

の
ル
ー
サ
イ
ト
を
買
収
し
完

全
子
会
社
化
し
た
の
が
09
年

５
月
。
以
来
、
ル
ー
サ
イ
ト

の
社
名
は
残
し
つ
つ
、
事
業

統
合
に
よ
っ
て
大
き
な
シ
ナ

ジ
ー
を
発
揮
し
て
き
た
。
さ

ら
に
「
Ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｍ
Ｃ
Ｃ

（
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
）」
を
合

言
葉
に
グ
ル
ー
プ
一
体
感
の

ト
、
自
社
製
品
の
接
着
剤
で

あ
る
変
性
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン

樹
脂
「
ト
ー
ヨ
ー
タ
ッ
ク
」

を
ベ
ー
ス
に
製
品
化
に
こ
ぎ

着
け
た
。

　
ト
ー
ヨ
ー
タ
ッ
ク
は
ポ
リ

オ
レ
フ
ィ
ン
を
酸
変
性
し
た

樹
脂
。
フ
ィ
ル
ム
基
材
や
金

属
に
対
す
る
優
れ
た
接
着
性

と
、
伝
送
損
失
を
低
減
す
る

え
、
省
エ
ネ
な
ど
に
向
け
た

新
プ
ロ
セ
ス
導
入
と
い
っ
た

投
資
も
拡
大
し
て
い
く
方

針
。
効
果
を
得
た
事
例
や
プ

ロ
セ
ス
は
海
外
グ
ル
ー
プ
企

業
へ
も
導
入
し
、
グ
ル
ー
プ

全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
拡

大
に
つ
な
げ
る
。

に
対
応
し
て
18
年
10
月
に
販

売
会
社
（
略
称
Ｄ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）

を
ハ
リ
ヤ
ナ
州
グ
ル
グ
ラ
ム

に
設
立
し
、
拡
販
と
並
行
し

て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
現
地

生
産
に
向
け
た
調
査
を
進
め

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド

へ
は
タ
イ
な
ど
か
ら
製
品
を

供
給
し
て
き
た
が
、
イ
ン
ド

自
動
車
市
場
の
成
長
可
能
性

や
自
動
車
及
び
エ
ア
バ
ッ
グ

モ
ジ
ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
化

の
要
請
を
受
け
、
現
地
生
産

に
踏
み
切
る
。

　
イ
ン
ド
は
経
済
の
発
展
と

と
も
に
自
動
車
市
場
の
急
拡

大
が
見
込
ま
れ
、
安
全
規
制

も
強
化
さ
れ
る
方
向
に
あ
る

た
め
、
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ー
の

需
要
は
今
後
急
増
す
る
見
通

し
。
現
地
生
産
に
よ
る
安
定

供
給
に
よ
り
同
国
市
場
で
存

在
価
値
を
一
層
強
化
す
る
と

と
も
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ー

生
産
や
部
品
調
達
な
ど
を
通

じ
て
イ
ン
ド
経
済
の
発
展
に

も
貢
献
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
動
車

生
産
の
停
滞
を
受
け
、
同
社

の
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の

販
売
量
は
瞬
間
的
に
大
き
く

減
少
し
た
が
、
中
国
が
先
行

し
て
回
復
し
、
足
元
は
日
米

欧
の
ほ
か
イ
ン
ド
な
ど
も
ほ

　
車
載
前
方
セ
ン
シ
ン
グ
カ

メ
ラ
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
向
け
で

は
カ
メ
ラ
を
固
定
す
る
た

め
、
低
ソ
リ
で
高
剛
性
な
Ｐ

Ｂ
Ｔ
を
提
案
す
る
。
ブ
ラ
ケ

ッ
ト
は
光
学
エ
リ
ア
へ
散
乱

光
が
入
ら
な
い
よ
う
に
カ
メ

ラ
レ
ン
ズ
前
方
フ
ー
ド
部
へ

塗
装
や
不
織
布
を
施
工
す
る

な
ど
、
光
沢
度
を
下
げ
る
対

応
が
と
ら
れ
る
が
、
そ
の
代

替
工
法
と
し
て
Ｐ
Ｂ
Ｔ
の
レ

ー
ザ
ー
処
理
に
よ
る
艶
消
し

の
技
術
を
提
案
す
る
。
長
期

耐
久
性
、
処
理
時
間
短
縮
な

ど
を
含
め
て
材
料
、
技
術
の

改
良
を
追
求
し
て
い
く
。

ぼ
前
年
度
並
み
に
戻
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
。

る
こ
と
で
機
能
を
一
体
化
で

き
る
た
め
、
電
磁
波
遮
蔽
性

を
高
め
た
材
料
の
開
発
に
も

取
り
組
む
。

　
花
王
と
京
都
大
学
は
、
使

用
済
み
紙
お
む
つ
の
炭
素
化

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
確
立

に
向
け
て
１
月
か
ら
サ
ニ
タ

リ
ー
製
品
の
供
給
拠
点
を
置

く
愛
媛
県
西
条
市
の
協
力
を

得
て
実
証
実
験
を
開
始
す

る
。
炭
素
化
装
置
で
素
材
へ

変
換
し
、
Ｃ
Ｏ

排
出
量
削

減
に
貢
献
す
る
。
今
後
、
炭

素
化
し
た
素
材
の
産
業
利
用

を
進
め
る
と
同
時
に
空
気
・

水
環
境
の
浄
化
、
植
物
の
育

成
促
進
へ
の
活
用
な
ど
地
球

環
境
改
善
に
つ
な
が
る
研
究

開
発
を
推
進
し
て
い
く
。
25

年
以
降
の
社
会
実
装
を
予
定

す
る
。

　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
は
年

間
２
０
０
万
㌧
以
上
が
主
に

焼
却
処
理
さ
れ
、
燃
え
る
ご

み
の
４
〜
６
％
を
占
め
る
。

多
く
の
水
分
を
含
む
た
め
焼

却
炉
の
燃
焼
効
率
を
悪
化
さ

せ
る
一
因
と
も
さ
れ
る
。
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
使
用
量
増

加
を
受
け
、
リ
サ
イ
ク
ル
技

術
の
確
立
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
実
現
に
は
排
泄
物
を
含

む
た
め
保
管
・
回
収
・
運
搬

や
衛
生
面
の
課
題
や
、
構
成

素
材
を
種
類
ご
と
に
分
離
す

る
こ
と
が
技
術
的
に
難
し
い

な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
。

　
今
回
、
両
者
は
回
収
前
に

低
温
反
応
で
短
時
間
か
つ
効

率
的
に
炭
素
化
し
、
殺
菌
・

消
臭
し
な
が
ら
体
積
を
減
ら

す
炭
素
化
装
置
の
開
発
に
取

り
組
む
。
炭
化
物
に
炭
素
が

　
ダ
イ
セ
ル
は
、
イ
ン
ド
共

和
国
に
お
け
る
自
動
車
エ
ア

バ
ッ
グ
用
イ
ン
フ
レ
ー
タ
ー

の
需
要
増
に
対
応
し
、
南
部

の
タ
ミ
ル
・
ナ
ド
ゥ
州
ワ
ン

ハ
ブ
チ
ェ
ン
ナ
イ
工
業
団
地

に
生
産
拠
点
を
新
設
す
る
。

23
年
12
月
の
商
業
生
産
開
始

を
目
指
し
て
お
り
、
既
存
の

生
産
拠
点
を
含
め
て
自
動
車

安
全
装
置
の
世
界
展
開
を
加

速
す
る
。

　
同
社
は
エ
ア
バ
ッ
グ
用
イ

ン
フ
レ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し

た
自
動
車
安
全
装
置
の
世
界

的
大
手
で
あ
り
、
イ
ン
ド
は

日
本
（
播
磨
工
場
）、
米
国

（
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
、
ア
リ

ゾ
ナ
州
）、
タ
イ
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
中
国
、
韓
国
に
続
く

生
産
拠
点
と
な
る
。
イ
ン
フ

レ
ー
タ
ー
で
は
25
年
度
に
世

界
シ
ェ
ア
30
％
（
現
在
は
約

20
％
）
を
目
指
し
て
い
る
。

　
同
社
は
イ
ン
ド
自
動
車
市

場
の
成
長
や
安
全
規
制
強
化

　
東
洋
紡
は
、
第
５
世
代
移

動
通
信
シ
ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）

対
応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
プ
リ
ン
ト

基
板
（
Ｆ
Ｐ
Ｃ
）
に
適
す
る

接
着
剤
を
開
発
し
た
。
こ
の

接
着
剤
は
優
れ
た
耐
熱
性
と

接
着
性
に
加
え
、
高
周
波
数

帯
域
で
の
伝
送
損
失
を
低
減

す
る
誘
電
特
性
を
兼
ね
備
え

る
の
が
特
徴
。
既
に
昨
年
発

売
さ
れ
た
５
Ｇ
対
応
ス
マ
ホ

の
Ｆ
Ｐ
Ｃ
に
採
用
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
市
場
拡
大
に
伴

い
拡
販
を
加
速
さ
せ
る
。

　
Ｆ
Ｐ
Ｃ
用
接
着
剤
は
、
薄

膜
状
で
柔
ら
か
い
絶
縁
体
と

な
る
ポ
リ
イ
ミ
ド
製
や
液
晶

ポ
リ
マ
ー
（
Ｌ
Ｃ
Ｐ
）
製
な

ど
の
フ
ィ
ル
ム
基
材
と
銅
配

線
を
貼
り
合
わ
せ
る
際
に
使

わ
れ
る
。
東
洋
紡
は
14
年
ご

ろ
か
ら
５
Ｇ
対
応
Ｆ
Ｐ
Ｃ
用

接
着
剤
の
開
発
を
ス
タ
ー

強
化
や
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
取
り
組
む
た
め
、
三
菱
ケ

ミ
カ
ル
を
冠
し
た
社
名
に
変

更
す
る
。

  

大
型
投
資
と
し
て
米
国
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
で
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
由
来
の
エ
チ
レ
ン
を
原
料

に
用
い
る
ア
ル
フ
ァ
法
Ｍ
Ｍ

Ａ
生
産
設
備
新
設
を
検
討

中
。
こ
の
ア
ル
フ
ァ
法
は
ル

ー
サ
イ
ト
が
開
発
し
た
技
術

で
あ
り
、
同
技
術
の
獲
得
も

ル
ー
サ
イ
ト
買
収
成
果
の
一

つ
だ
。
22
年
半
ば
を
メ
ド
に

投
資
を
最
終
判
断
し
、
25
年

中
に
年
産
35
万
㌧
の
新
設
備

を
稼
働
さ
せ
る
計
画
。
事
業

拡
大
を
加
速
す
る
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
グ
ル
ー
プ

の
Ｍ
Ｍ
Ａ
生
産
拠
点
は
日
本

（
２
カ
所
）
、
ア
ジ
ア
（
５

カ
所
）
、
米
国
（
２
カ
所
）
、

英
国
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

計
11
カ
所
に
あ
り
、
総
生
産

能
力
は
年
１
８
４
万
４
千

㌧
、
世
界
シ
ェ
ア
は
約
40
％

と
他
を
大
き
く
リ
ー
ド
す

る
。
Ｍ
Ｍ
Ａ
部
門
に
所
属
す

る
従
業
員
の
約
８
割
が
日
本

人
以
外
で
あ
り
、
事
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い

る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
Ｍ
Ｍ

Ａ
部
門
の
本
社
機
能
を
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
移
転
し
、
世
界

各
地
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
管

理
、
原
料
調
達
、
物
流
管
理

を
行
う
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す

る
。
各
国
の
現
地
ス
タ
ッ
フ

を
幹
部
に
育
成
す
る
機
能
も

持
た
せ
、
国
籍
を
問
わ
ず
優

秀
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
体

制
と
す
る
こ
と
で
従
業
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

　
日
本
化
薬
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ

（
温
室
効
果
ガ
ス
）
排
出
量

削
減
と
併
せ
て
副
原
料
の
再

利
用
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
も
つ
な
げ
る
た
め
、

製
造
工
程
へ
の
マ
テ
リ
ア
ル

フ
ロ
ー
コ
ス
ト
会
計
（
Ｍ
Ｆ

Ｃ
Ａ
）
導
入
を
拡
大
す
る
。

福
山
工
場
（
広
島
県
）
、
東

京
工
場
、
厚
狭
工
場
（
山
口

県
）
に
続
い
て
昨
年
10
月
に

鹿
島
工
場
（
茨
城
県
）
で
も

導
入
し
、
21
年
度
か
ら
は
機

能
化
学
品
研
究
所
（
東
京

都
）
で
も
導
入
す
る
計
画
。

日
本
で
効
果
を
得
た
事
例
な

ど
は
海
外
の
グ
ル
ー
プ
企
業

へ
も
積
極
的
に
導
入
し
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出

削
減
と
利
益
最
大
化
に
つ
な

げ
る
。

　
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
原
材
料
や
資

材
な
ど
の
ロ
ス
を
物
量
と
コ

ス
ト
で
見
え
る
化
し
、
課
題

を
明
確
化
で
き
る
環
境
管
理

会
計
手
法
。
同
社
は
18
年
度

下
期
か
ら
福
山
工
場
、
19
年

度
か
ら
は
東
京
工
場
、
厚
狭

工
場
な
ど
と
導
入
を
広
げ
て

き
た
。
ロ
ス
の
削
減
に
よ
る

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
削
減
な
ど
環
境

保
全
を
大
き
な
目
的
の
一
つ

と
し
た
導
入
だ
が
、
従
来
ま

で
焼
却
し
て
い
た
副
原
料
の

再
利
用
と
い
っ
た
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
効
果
も
大
き
く
、
そ
の

効
果
が
見
え
る
こ
と
も
あ
っ

て
導
入
へ
の
社
内
理
解
も
浸

透
し
た
。
先
行
導
入
し
た
福

山
で
は
対
象
と
す
る
工
程
、

品
目
の
拡
大
に
も
取
り
組

み
、
さ
ら
に
効
果
が
広
が
る

好
循
環
を
生
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
同
社
は
従
来
か
ら

環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
お
り
、
21
〜

30
年
度
の
中
期
環
境
目
標
で

は
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
19
年
度

比
32
・
５
％
削
減
を
掲
げ

た
。
事
業
の
拡
大
に
伴
っ
て

増
え
る
排
出
量
を
加
味
す
る

と
、
32
・
５
％
の
削
減
に
は

実
質
70
％
前
後
の
削
減
が
必

要
に
な
る
と
い
う
。

10
年
間
の
う
ち
、
最
初
の

５
年
は
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
推
進
や

前
年
度
比
１
％
以
上
を
目
標

と
し
た
省
エ
ネ
活
動
な
ど
で

目
標
値
に
近
づ
け
て
い
く
考

え
だ
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ

オ
マ
ス
な
ど
）
へ
の
切
り
替

え
も
東
京
、
高
崎
（
群
馬

県
）
の
両
工
場
で
昨
年
９
月

に
実
施
し
た
。
21
年
度
か
ら

の
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
導
入
を
計
画
す

る
機
能
化
学
品
研
究
所
で

は
、
よ
り
省
エ
ネ
と
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
意
識
し
た
新
製
品

・
新
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に
も

力
を
入
れ
て
い
く
考
え
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

今
後
、
コ
ス
ト
面
を
含
め
た

技
術
革
新
が
一
段
と
進
む
と

見
て
お
り
、
後
半
の
５
年
間

で
は
そ
の
導
入
促
進
に
加

　
ナ
フ
サ
な
ど
原
料
価
格
の

上
昇
に
伴
い
各
種
石
化
品
に

は
先
高
感
が
広
が
る
。
ポ
リ

オ
レ
フ
ィ
ン
で
は
既
に
昨

秋
、
一
部
メ
ー
カ
ー
が
値
上

げ
を
表
明
し
て
い
る
が
、
足

元
は
ナ
フ
サ
相
場
の
上
昇
基

調
が
鮮
明
な
た
め
、
ユ
ー
ザ

ー
と
交
渉
し
や
す
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
に

と
っ
て
は
原
料
樹
脂
と
製
品

の
値
差
縮
小
が
懸
念
さ
れ
、

原
料
樹
脂
価
格
の
上
昇
分
を

製
品
価
格
に
速
や
か
に
反
映

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
く

る
。
も
っ
と
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
ユ
ー
ザ
ー
の
収

益
環
境
の
悪
化
が
続
い
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
石
化
品
全

般
が
値
上
げ
局
面
に
移
行
す

る
か
は
不
透
明
。
実
際
、
一

部
石
化
品
で
値
上
げ
が
見
送

ら
れ
た
よ
う
だ
。

　
昨
年
末
か
ら
汎
用
樹
脂
や

エ
ン
プ
ラ
、
エ
ラ
ス
ト
マ
ー

な
ど
多
く
の
石
化
品
で
値
上

げ
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
。
価
格
設
定
の
指
標
と
な

る
ナ
フ
サ
価
格
は
年
明
け
以

降
、
上
げ
足
を
加
速
。
足
元

の
ス
ポ
ッ
ト
価
格
を
国
産
価

格
に
換
算
す
る
と
１
㌔
㍑
当

た
り
４
万
１
千
円
台
で
、
昨

年
12
月
か
ら
の
上
げ
幅
は
約

３
割
、
４
万
円
台
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
急
落
す
る
前

の
昨
年
３
月
以
来
10
カ
月
ぶ

り
と
な
る
。

　
汎
用
樹
脂
で
は
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
や
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
に

続
き
、
今
後
、
塩
ビ
樹
脂
に

も
値
上
げ
の
動
き
が
出
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。
内
需
自

体
は
消
費
増
税
や
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
需
要
の
鈍
化
傾

向
が
続
く
が
、
ア
ジ
ア
で
は

設
備
ト
ラ
ブ
ル
の
影
響
も
加

わ
り
需
給
が
ひ
っ
迫
し
、
歴

史
的
な
高
値
で
推
移
し
て
い

る
。
今
後
、
メ
ー
カ
ー
は
ナ

フ
サ
や
エ
チ
レ
ン
と
い
っ
た

原
料
相
場
に
加
え
、
国
内
お

よ
び
ア
ジ
ア
全
体
の
需
給
状

況
を
踏
ま
え
て
、
値
上
げ
す

る
か
ど
う
か
判
断
し
て
い
く

も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
各
種
石
化
品
内
需
は
昨
夏

に
底
打
ち
し
た
が
、
堅
調
な

の
は
日
用
品
向
け
や
自
動
車

向
け
な
ど
一
部
用
途
に
限
ら

れ
、
全
体
的
に
は
コ
ロ
ナ
以

前
の
水
準
を
下
回
っ
て
い

る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
感
染
再
拡

大
で
先
行
き
に
は
不
透
明
感

が
漂
う
。

　
こ
れ
ま
で
加
工
メ
ー
カ
ー

な
ど
ユ
ー
ザ
ー
は
、
製
品
販

売
量
が
落
ち
込
む
な
か
で

も
、
原
料
安
の
寄
与
も
あ
り

一
定
の
利
益
水
準
を
確
保
。

今
後
は
、
石
化
品
の
値
上
が

り
に
伴
う
原
料
と
製
品
の
値

差
縮
小
が
予
想
さ
れ
、
収
益

確
保
に
向
け
て
は
、
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
分
を
製
品
価
格
に
転

嫁
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ

な
く
な
っ
て
く
る
。

　
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
は
、

巣
ご
も
り
需
要
の
効
果
も
あ

っ
て
日
用
品
・
食
品
向
け
を

中
心
に
出
荷
自
体
は
堅
調

で
、
原
料
樹
脂
の
値
上
が
り

も
あ
る
程
度
織
り
込
ん
で
い

る
と
い
う
。
た
だ
、
昨
夏
以

降
の
原
油
・
ナ
フ
サ
価
格
の

上
昇
は
需
要
が
旺
盛
な
中
国

の
状
況
や
米
金
融
政
策
の
影

響
が
大
き
く
、
日
本
国
内
の

実
情
と
は
無
関
係
の
動
き
だ

と
指
摘
し
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
原
料
樹
脂
値
上
げ
は

厳
し
い
と
の
立
場
を
示
す
。

　
昨
年
は
原
料
価
格
が
変
動

す
る
な
か
、
前
半
は
ユ
ー
ザ

ー
に
よ
る
値
下
げ
要
請
、
後

半
は
石
化
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

値
上
げ
要
請
の
両
方
の
局
面

が
訪
れ
た
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
に
伴
う
移
動
自
粛

の
影
響
で
、〝
膝
詰
め
ス
タ

イ
ル
〞
と
い
う
従
来
型
の
対

面
交
渉
が
行
え
ず
、
い
ず
れ

の
交
渉
も
あ
ま
り
進
展
し
な

か
っ
た
と
さ
れ
る
。
現
在
で

は
各
社
と
も
、
働
き
方
改
革

と
し
て
営
業
・
商
談
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
図
っ
て
お
り
、

価
格
交
渉
の
行
方
に
も
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う

だ
。

　
ポ
リ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

は
、
自
動
車
の
自
動
運
転
化

に
伴
い
急
成
長
が
見
込
ま
れ

る
一
方
、
部
品
の
汎
用
化
に

よ
っ
て
材
料
の
低
コ
ス
ト
化

要
求
が
高
ま
る
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ

（
先
進
運
転
支
援
シ
ス
テ

ム
）
の
セ
ン
サ
ー
部
品
向
け

を
、
Ｐ
Ｂ
Ｔ
樹
脂
「
ジ
ュ
ラ

ネ
ッ
ク
ス
」
の
性
能
向
上
に

よ
っ
て
取
り
込
ん
で
い
く
。

蓄
積
し
た
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
技

術
安
堵
を
駆
使
し
て
信
頼
性

の
高
い
材
料
を
開
発
し
、
提

案
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
特
に
注
力
す
る
の
は
レ
ー

ダ
ー
と
カ
メ
ラ
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

向
け
。
レ
ー
ダ
ー
は
ア
ン
テ

ナ
基
板
と
そ
れ
を
包
む
筐
体

（
レ
ド
ー
ム
）
か
ら
な
り
、

レ
ド
ー
ム
は
内
蔵
物
を
保
護

の
ほ
か
電
波
を
通
す
レ
ン
ズ

の
役
割
も
担
う
。
レ
ド
ー
ム

向
け
に
は
使
用
周
波
数
帯
で

の
電
波
透
過
率
が
重
要
と
な

り
、
低
誘
電
率
で
電
波
透
過

率
が
安
定
し
た
材
料
、
電
波

特
性
が
変
化
し
に
く
い
低
吸

水
率
の
材
料
が
求
め
ら
れ

る
。
誘
電
特
性
か
ら
Ｓ
Ｐ

Ｓ
、
Ｐ
Ｅ
Ｉ
や
Ｐ
Ｐ
Ｓ
が
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
安

価
な
Ｐ
Ｂ
Ｔ
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
Ｐ
Ｂ
Ｔ
は
吸
水
の
影

響
が
比
較
的
大
き
い
た
め
、

そ
の
改
良
や
低
誘
電
特
性
の

材
料
開
発
に
取
り
組
む
。

　
レ
ー
ダ
ー
は
取
り
付
け
箇

所
か
ら
電
波
が
漏
れ
て
意
図

し
な
い
電
波
を
誤
検
知
す
る

場
合
が
あ
り
、
不
要
な
反
射

波
を
遮
蔽
す
る
必
要
が
あ

る
。
レ
ー
ダ
ー
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

に
電
磁
波
遮
蔽
性
を
付
与
す

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
、
普
及

が
本
格
化
し
て
い
る
。
東
洋

紡
は
、
ス
マ
ホ
向
け
な
ど
に

拡
大
す
る
５
Ｇ
対
応
Ｆ
Ｐ
Ｃ

用
接
着
剤
の
需
要
を
取
り
込

む
。
５
Ｇ
の
次
世
代
に
当
た

る
６
Ｇ
も
見
据
え
、
よ
り
接

着
性
が
高
く
伝
送
損
失
の
少

な
い
接
着
剤
の
開
発
を
進
め

る
。


